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ビジネスパーソンをターゲットに開発された、携帯性に優れたポスト・イット® 強粘着モバイルメ

モを販売するスリーエム ジャパン株式会社（本社：東京都品川区 代表取締役社長：三村 浩一）は

この度、本格的な手帳の買い替えシーズン到来を前に、手帳を 1 年以上使っている 20 代～50 代のビ

ジネスパーソン男女 600 名を対象に「手帳活用に関する調査」を実施しました。 

◆世はデジタル時代、しかし手帳はアナログ派が主流 

ビジネスシーンにおいてデジタルツールが仕事の効率化をサポートしていますが、手帳に関しては

アナログ（＝紙）派が主流をしめています。そこで、今回の調査は「『紙の手帳』の活用価値と課題」

にフォーカスしました。紙の手帳ユーザーの 75.3％が手帳を「スケジュール管理」に活用し、どこで

もすぐにメモできる「手軽さ」に最も価値を見出していることが明らかになりました。 

一方で、課題には「書き直しづらさ」「書けるスペー

スの不足」など、『紙』だからこそ抱いてしまう不満点

が挙げられ、手帳ユーザーの 62.6％が「イラッとする瞬

間がある」と回答するなど、いざという時に、書く場所

に困ってしまうといったユーザー像が浮き彫りになり、

メモを書き残すといった『紙の手帳』の本質的な役割を

拡張していく必要が垣間見える調査結果となりました。 

【調査結果トピックス】 

①  「スケジュール管理ツール」としての手帳活用が主流 

 「手軽さ」「自由さ」「見返しやすさ」が『紙』ならではの良いところがトップ３に 

②   “書き場所の不足”が紙の手帳利用のストレスに。 

    手帳ユーザー6 割が「書けるスペースが足りなくてイライラする」と回答 

③  手帳使いの新トレンドに“拡張”あり!? 約 3 人に 1 人が手帳と「ふせん」をセットで活用 

 ふせんに求めるのは「大きさ」「粘着力」「はがしやすさ」 

① 「スケジュール管理」はアナログ派が主流 

本調査対象者となるビジネスパーソン男女 600 名全員に対し、『紙の手帳』の用途について尋ねた

ところ、「仕事のスケジュール管理」75.3％、「プライベートのスケジュール管理」71.8％と、7 割以

上が「スケジュール管理ツール」として活用していることが分かりました。 

また、本調査において「『デジタルの手帳』も

併用している」と答えたのは 600 人中 227 人

（37.8％）でした。生活者の価値観の多様化に伴

い、ビジネスシーンはもとよりライフスタイルも

デジタルが占めている昨今、手帳に関してはアナ

ログ派が優位を保っています。 

本調査対象者全員に『紙の手帳』を使う理由に

ついて聞くと、「文字を打ち込むよりも書くほう

が手軽だから」56.3％、「自由に書きたいことが
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書けるから」49.8％、「過去のスケジュールなど、めくるだけで確認できるから」34.5％など、アナ

ログならではの手軽さ、自由度の高さを評価する手帳ユーザーの多さが際立つ結果となりました。 

② 紙の手帳ユーザーの 6 割が感じる不満 

『紙の手帳』を使用する際のストレスについて調査しました。手帳利用時に「ストレスに感じるポ

イントがある」と回答した手帳ユーザー416 名（69.3％）に対し、その具体的なポイントについて尋

ねたところ、「書き間違いで汚くなる」に次いで 30.8％が「書けるスペースが足りなくなる」「書け

るスペースが決まっている」と回答しました。 

さらに、本調査対象者全員に対し、実際に「ス

ペースが足りなくなって、イライラする・不満を

感じる瞬間があるか」を聞いたところ、全体の

62.6％が「ある」と答えました。「いざ書きたい

時に書けない」といったストレスは、『紙の手帳』

の潜在的な課題と言えるかもしれません。その他、

「どこに書いたかわからなくなる」「毎年使わな

いページがある」などの意見も挙げられました。 

③ 紙の手帳使いの新トレンドに「拡張」あり!? 

本調査対象者全員に「『紙の手帳』と一緒に使っている文房具は何ですか？」と聞いたところ、書

き込みに必須なペン類に続き、約 3 人に 1 人が「ふせん」を用いていることが分かりました。そのふ

せんに求める条件には「大きさ」62.6％、「繰り返し貼り直せる粘着力」55.5％、「はがしやすさ」

37.9％、「見た目の良さ（デザイン/色）」30.2%が挙げられました。 

 

また、一度手帳に貼った「ふせん」をそのまま貼り続け

ておく手帳ユーザーは 24.7％と少なく、75.3％が「貼り直

したり、移動させたりする」と回答し、「予定が流動的に

変わるから」「ごちゃごちゃするのが嫌だから」といった

意見が数多く挙げられました。 

◆ビジネスパーソンの手帳をより充実させる「メモ盛り」！ 

ビジネスシーンではおなじみの、ちょっとした

メモにも有用な「ふせん」ですが、手帳とのセ

ット利用においては、しっかり書き込めるスペ

ースがあり、移動もさせやすく、メモリーを増

やすように使えることが、現代のビジネスパー

ソンの手帳に対する不満を解決すると考えら

れます。さらに人前で手帳を開くことが多いこ

とから、手帳がキレイに見えることは、「見た

目の良さ」が大切というビジネスパーソンの手帳に対する意識の高さも確認されました。 
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ビジネスパーソンの手帳への不満「スペース不足」を解決！ 

～新提案：手帳に賢く“メモリーを増やせる”、ポスト・イット® 強粘着モバイルメモ～ 
 

2015 年 7 月 1 日に発売されたポスト・イット® 強粘着モバイルメモは、世界中で愛用いただいてい

るポスト・イット® 強粘着製品をビジネスパーソンにむけて便利な使い方を提案する製品です。 

 

◆ビジネスシーンでスタイリッシュに活用できるポスト・イット® 製品 

今回の調査結果では、ビジネスパーソンの 70％が「仕事中の“ふせん活用”に好意的」と回答する一

方で、これまでのふせんでは「はがれる」「見た目が悪い」と使い勝手や見た目を気にする意見もあり

ました。ポスト・イット® 強粘着モバイルメモは現代のビジネスパーソンの仕事をサポートするアイ

テムとして、紙以外の面にも「しっかり貼れて、キレイにはがせる」強粘着タイプならではの機能性

に、白地のふせんとスタイリッシュなカバーを採用しデザイン性をプラス。ビジネスシーンに則した

見た目と携帯性、使いやすさを実現しました。 

 

◆手帳をもっと自由に、自分らしく使いこなす！ 

「賢くメモリーを増やす」時代に 

手帳の買い替えシーズンになると、来年はどの手帳を使おうか悩

む方も。熟考して買った手帳も、使ううちに「スペースの不足」など

の不具合を感じることも多々あります。しっかり貼れて，キレイには

がせる白地ベースのポスト・イット® 強粘着モバイルメモなら、手帳

のページを自由に増やせり、書いた情報を他のページに移動させるな

ど、メモリーを増やすように、手帳を自由自在にお使いいただけます。

手帳のサイズにあわせて、M サイズ、L サイズの２種類から選べます。 
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＜製品に関するお客様お問い合わせ先＞ 

スリーエム ジャパン株式会社 文具・オフィス事業部 

http://www.mmm.co.jp/office/ 

TEL：0120-510-333（受付時間 平日 9：00～17：00） 
【３Ｍについて】  

３Ｍ(本社：米国ミネソタ州)は、Science(サイエンス)をベースに生み出されるイノベーションを通して、人々の生活を豊かにする

ことを目指します。売上高は 320 億ドルで、9 万人以上の社員が 200 カ国のお客様に製品を提供しています。グローバルな課題に対

する３Ｍならではのソリューションに関する詳しい情報は、www.3M.com/ @3MNewsroom (Twitter)をご覧ください。また、３Ｍジャ

パングループに関する詳しい情報は www.mmm.co.jp をご覧ください。 

 

L サイズ：145mm×100mm／ホワイト 

     45 枚／6mm 罫線、5mm 方眼 

     カバー付き 

M サイズ：125mm×74mm／ホワイト 

     45 枚／6mm 罫線、5mm 方眼 

     カバー付き 

     ＜詰め替え用＞350 円＊＋税 

L サイズ 罫線、方眼 800 円*＋税   M サイズ 罫線、方眼 500 円*＋税 

３Ｍ、ポスト・イット、Post-it は、３Ｍ社の商標です 

＊下線のサイズ側が粘着部分です。 

＊本リリースに記載の価格は、全てメーカー希望小売価格です。 

【添付資料：ポスト・イット® 強粘着モバイルメモ】 


